
令和８年度 入学式式辞（抜粋） 

 

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。豊かな才能と意欲に満ちた皆さんを本校

にお迎えすることができ、私達教職員並びに在校生一同、大きな喜びに溢れています。皆

さんの入学を心から歓迎いたします。 

 また、保護者の皆様方におかれましては、お子様の御入学、誠におめでとうございます。

心よりお慶び申し上げます。 

  

 新入生の皆さん。いよいよ今日から高校生活が始まります。皆さんは、自分の意志で本

校を選び、入学者選抜を突破して今日を迎えることとなりました。このことは小学校や中

学校への入学とは決定的に違うところであり、重要な意味を持っています。自ら本校を選

び入学したことを誇りとして、これからの高校生活を充実したものにしてください。その

スタートとなる入学式にあたり、私から三点お願いをいたします。 

 

 まず初めは、「自ら問いを立て、主体的に幅広く、とことん勉強してほしい」ということ

です。 

現代は VUCA（変動性、不確実性、複雑性、曖昧性）の時代と呼ばれます。昨日までの

正解が、技術革新や社会情勢の変化によって、明日には通用しなくなる。あるいは、ある

人にとっての正解が、別の人にとっては正解ではないという多様性が前提の社会です。こ

のような社会では、社会人として求められる能力は、従来の知識型から課題解決型・探究

型へと変わってきています。  

皆さんが自分の人生を切り開き、自己実現を図り、さらに世のため人のために力を尽く

していくためには、皆さん一人一人が十分に力をつけなければなりません。このことを意

識して、精一杯勉学に取り組みましょう。一時間一時間の授業を大切にすることはもちろ

ん、予習・復習、課題の提出、部活動との両立など、忙しさに流されることなく、自ら進

んで計画的に取り組みましょう。  

本校のＩＣＴを活用した探究学習は、施設設備等の環境、教員の指導力ともに他の県立

高校と比べても抜き出たものがあります。タブレット端末を効果的に活用しましょう。 

着実に努力を積み重ねれば、大変に高いところまで到達できることは、多くの先輩たち

が証明しています。教職員一同、全力で皆さんを応援します。一緒に高い目標を目指して

いきましょう。 

 

 二つめは、「人との出会いを大切にしてほしい」ということです。 

人生が豊かで幸福なものとなるために一番大切なものは、良い人間関係を築くことです。

皆さんは、自分の周りの人に感謝の心、尊敬の心を持って接することができていますか。

食事や身の回りの世話をしてくれた家族、受験の相談に乗ってくれた中学校の先生、そし

て何よりも同じ経験をしていく中で互いに支え合ってきた友人達。そのような人達のおか

げで皆さんは今、ここにいます。 

本校では、さまざまな個性をもった友人、先輩、後輩との出会いがあるでしょう。仲間

と協働して課題を解決すること、お互いに刺激を受けて新しい発想で課題を解決すること

で、学びも一層深まることでしょう。その体験こそが社会に出たとき、皆さんの力になる



のです。また、豊富な知識と熱意を持った教職員が、皆さんの学びをしっかりと支えます。

さらに、国際交流や探究活動など、本校は多彩な人間関係づくりの機会をたくさん用意し

ております。 

高校生活では人との出会いを大切にし、皆さんが社会に出たとき、感謝の心、尊敬の心、

そして、いたわりと思いやりの心に満ちた優しい平和な社会を作り上げてほしいと思いま

す。まずは、友人と、先輩と、そして学校の先生方と明るくさわやかに挨拶することから

始めてください。 

 

三つめは、「一人一人が安心･安全に心がけてほしい」ということです。高校入学と同時

に通学をはじめとして、行動範囲が広がります。油断をしていると危険に身をさらすこと

になりかねません。自然災害も思わぬ脅威となることがあります。学校としても皆さんの

安心・安全を最優先にしていきますが、皆さん自身も想像力や判断力を十分に働かせて、

様々なリスクを回避し、危険から自分の身を守る術を身に付けていきましょう。 

 

以上、学び、出会い、安全、この三点についてお願いをいたしました。三年間、ぜひ心

がけて、たくましさとしなやかさを併せ持った魅力ある人間に成長してほしいと思います。 

 

最後になりましたが、保護者の皆様方、お子様のご入学に、重ねてお祝い申し上げます。

入学する高校が決まるまで、お子様以上に保護者の皆様は胸を痛め、不安な気持ちで過ご

されたのではないでしょうか。本日は晴れやかなお気持ちでご参列いただけていれば、私

どもも幸いに存じます。 

高校の三年間は、将来の生き方を決定づける大切な時期です。その分、悩みや苦しみも

また大きな時期であると思います。私たち教職員はお子様が自らの生きる道を切り拓いて

いけるよう、教育活動を通じ、全霊を傾けて支援してまいります。 

一方、多感な青年期を過ごすお子様の健全な成長を育み、豊かな個性を培っていくため

には、学校・家庭・地域社会がそれぞれの役割を果たしながら連携を密に取っていく必要

がございます。本校は今年度からコミュニティ・スクールすなわち学校運営協議会制度を

取り入れて学校運営を行ってまいります。この制度を取り入れることにより、保護者・地

域の皆様とともにあゆむ学校づくりに一層力を入れてまいります。 

引き続き、お子様への基本的な生活習慣や健康への配慮と温かい見守り、そして、本校

教育活動に対するご理解ご協力をお願いいたします。 

また、ＰＴＡ活動や学校行事につきましても、できるだけ御参加いただき、大切なお子

様の成長をともに見守っていただきたいと存じます。 

 

結びに、本日御臨席を賜りました皆様方に心から御礼申し上げますとともに、新入生の

皆さんが健康で充実した学校生活を送ることができますよう祈念し、式辞といたします。 

 

     令和八年四月八日 

 

        埼玉県立朝霞西高等学校長 佐藤 成美 


